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3.1.3.5. しゅんぎく 

残留農薬 

国産しゅんぎくに農薬が適正に使用されているかを確認するため、平成 27

年度及び平成 28 年度に農薬 13 種類、試料 110 点（分析点数 282 点）の農

薬の残留状況を調査し、その結果を表 18 にまとめました。 

分析の結果、どの試料からも基準値を超える残留農薬は検出されませんで

した。 

表 18 しゅんぎくに含まれる残留農薬の分析結果 

農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値 

以下の 

点数 

アセタミプリド 殺虫剤 13 0.02 8 10 13 

アゾキシストロビン 殺菌剤 30 0.01 8 30 30 

イソキサチオン 殺虫剤 16 0.03 16 0.1 16 

エマメクチン安息香

酸塩 
殺虫剤 59 0.01 59 0.5 59 

キャプタン 殺菌剤 7 0.01 7 5 7 

クレソキシムメチル 殺菌剤 16 0.02 7 20 16 

クロチアニジン 殺虫剤 10 0.01 4 10 10 

クロルフェナピル 殺虫剤 13 0.02 7 20 13 

ジノテフラン 殺虫剤 31 0.01 2 20 31 

チアメトキサム 殺虫剤 2 0.02 1 3 2 

ニテンピラム 殺虫剤 36 0.01 22 5 36 

フルフェノクスロン 殺虫剤 44 0.02 17 10 44 

ペルメトリン 殺虫剤 5 0.02 4 3.0 5 

 

  



36 

 

3.1.3.6. ほうれんそう 

鉛 

国産ほうれんそうに含まれる最新の鉛の実態を把握するため、平成 27 年

度に 120 点を分析し、その結果を表 19 にまとめました。 

調査の結果、約半数の試料が定量限界未満の濃度でした。 

表 19 ほうれんそうに含まれる鉛の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

鉛 120 0.01 61 < 0.01 0.07 0.01-0.02 - 
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3.1.3.7. にら 

残留農薬 

国産にらに農薬が適正に使用されているかを確認するため、平成 27 年度

に農薬 22 種類、試料 60 点（分析点数 257 点）の農薬の残留状況を調査し、

その結果を表 20 にまとめました。 

分析の結果、プロチオホスについて、残留農薬基準値を超えたものが2点（0.2 

mg/kg及び0.3 mg/kg）見つかりました。農林水産省は、都道府県に対し、農家

に農薬の適正使用の徹底を指導するよう要請しました。 

表 20 にらに含まれる残留農薬の分析結果 

農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値 

以下の 

点数 

アセタミプリド 殺虫剤 24 0.02 16 5 24 

アゾキシストロビン 殺菌剤 20 0.01 14 70 20 

クレソキシムメチル 殺菌剤 32 0.02 12 25 32 

クロチアニジン 殺虫剤 18 0.01 4 15 18 

ジノテフラン 殺虫剤 13 0.01 4 10 13 

シペルメトリン 殺虫剤 28 0.05 19 6.0 28 

ジメトエート 殺虫剤 1 0.1 1 1 1 

スピノサド 殺虫剤 15 0.02 12 5 15 

ダイアジノン 殺虫剤 6 0.02 6 0.1 6 

チアメトキサム 殺虫剤 2 0.02 2 2 2 

テブコナゾール 殺菌剤 3 0.05 1 10 3 

トリフルミゾール 殺菌剤 5 0.05 4 3 5 

トルクロホスメチル 殺菌剤 5 0.01 5 2.0 5 

トルフェンピラド 殺虫剤 9 0.02 5 10 9 

ブタミホス 除草剤 3 0.01 3 0.05 3 

フルジオキソニル 殺菌剤 18 0.03 9 10 18 

プロチオホス 殺虫剤 9 0.03 6 0.1 7 

ペンチオピラド 殺菌剤 3 0.01 0 20 3 

ペンディメタリン 除草剤 16 0.01 16 0.05 16 

メソミル 殺虫剤 9 0.02 8 2 9 

メチダチオン

（DMTP） 
殺虫剤 7 0.02 7 0.1 7 



38 

 

農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値 

以下の 

点数 

リニュロン 除草剤 11 0.02 11 0.2 11 
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3.1.3.8. たまねぎ 

残留農薬 

国産たまねぎに農薬が適正に使用されているかを確認するため、平成 28

年度に農薬 42 種類、試料 60 点（分析点数 497 点）の農薬の残留状況を調査

し、その結果を表 21 にまとめました。 

分析の結果、どの試料からも基準値を超える残留農薬は検出されませんで

した。 

表 21 たまねぎに含まれる残留農薬の分析結果 

農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値

以下の

点数 

アセタミプリド 殺虫剤 9 0.02 9 0.2  9 

アセフェート 殺虫剤 22 0.01 22 0.5  22 

アゾキシストロビン 殺虫剤 4 0.01 4 10  4 

イソキサチオン 殺虫剤 6 0.01 6 0.1  6 

イプロジオン 殺菌剤 6 0.05 6 0.5  6 

オキソリニック酸 殺菌剤 40 0.01 40 0.1  40 

キャプタン 殺菌剤 4 0.01 4 5  4 

クレソキシムメチル 殺菌剤 15 0.02 15 0.02  15 

クロルピリホス 殺虫剤 9 0.02 9 0.05  9 

クロルプロファム（IPC） 除草剤 4 0.03 4 0.05 4 

クロロタロニル（TPN） 殺菌剤 29 0.01 29 0.5 29 

シアゾファミド 殺菌剤 5 0.02 5 0.05  5 

シアノホス（CYAP） 殺虫剤 1 0.02 1 0.05 1 

ジスルホトン（エチルチ

オメトン） 
殺虫剤 1 0.01 1 0.5 1 

シハロトリン 殺虫剤 13 0.05 13 0.5  13 

シフルトリン 殺虫剤 1 0.05 1 2.0  1 

ジフルベンズロン 殺虫剤 3 0.02 3 0.05  3 

シペルメトリン 殺虫剤 37 0.05 37 0.1  37 

ジメテナミド（ジメテナミド

Pを含む） 
除草剤 19 0.01 19 0.01 19 

ジメトモルフ 殺菌剤 6 0.02 6 2  6 

シモキサニル 殺菌剤 7 0.02 7 0.05  7 
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農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値

以下の

点数 

ダイアジノン 殺虫剤 15 0.02 15 0.05  15 

テブコナゾール 殺菌剤 29 0.05 29 0.2  29 

トリフルラリン 除草剤 2 0.01 2 0.05  2 

ピリダリル 殺虫剤 1 0.02 1 0.05  1 

フェニトロチオン（MEP） 殺虫剤 4 0.02 4 0.2 4 

フェントエート（PAP） 殺虫剤 1 0.02 1 0.02 1 

ブタミホス 除草剤 1 0.01 1 0.02  1 

フルジオキソニル 殺菌剤 1 0.03 1 0.5  1 

フルシトリネート 殺虫剤 13 0.03 13 0.10  13 

フルバリネート 殺虫剤 3 0.01 3 0.1  3 

プロシミドン 殺菌剤 25 0.03 25 0.5  25 

プロチオホス 殺虫剤 35 0.03 35 0.1  35 

ペルメトリン 殺虫剤 1 0.02 1 3.0  1 

ペンチオピラド 殺菌剤 17 0.01 17 0.7  17 

ペンディメタリン 除草剤 32 0.01 32 0.2  32 

ボスカリド 殺菌剤 19 0.02 18 5  19 

マラチオン（マラソン） 殺虫剤 2 0.03 2 8 2 

マンジプロパミド 殺菌剤 5 0.02 5 0.1  5 

メソミル 殺虫剤 3 0.02 2 0.2 3 

メタミドホス － 22 0.01 22 0.3  22 

メタラキシル 

（メタラキシルMを含む） 
殺菌剤 25 0.02 25 2 25 
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3.1.3.9. セロリ 

重金属等 

国産セロリに含まれる重金属等の実態を把握するため、平成 27 年度に 60

点（分析点数 240 点）を分析し、その結果を表 22 にまとめました。 

カドミウムについては、約 9 割の試料が定量限界以上の濃度でした。鉛に

ついては、定量限界値であった 3 点を除き、定量限界未満の濃度でした。総

水銀及び総ヒ素については、すべての試料が定量限界未満の濃度でした。 

表 22 セロリに含まれる重金属等の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

カドミウム 60 0.01 9 < 0.01 0.04 0.02-0.02 0.02 

鉛 60 0.01 57 < 0.01 0.01 0-0.01 - 

総水銀 60 0.01 60 - - 0-0.01 - 

総ヒ素 60 0.01 60 - - 0-0.01 - 
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3.1.3.10. アスパラガス 

重金属等 

国産アスパラガスに含まれる重金属等の実態を把握するため、平成 27 年

度に 60 点（分析点数 240 点）を分析し、その結果を表 23 にまとめました。 

カドミウムについては、7 割以上の試料が定量限界未満の濃度でした。鉛、

総水銀、総ヒ素については、すべての試料が定量限界未満の濃度でした。 

表 23 アスパラガスに含まれる重金属等の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

カドミウム 60 0.01 45 < 0.01 0.05 0-0.01 - 

鉛 60 0.01 60 - - 0-0.01 - 

総水銀 60 0.01 60 - - 0-0.01 - 

総ヒ素 60 0.01 60 - - 0-0.01 - 
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3.1.3.11. きゅうり 

鉛 

国産きゅうりに含まれる鉛の最新の実態を把握するため、平成 27 年度に

60 点を分析し、その結果を表 24 にまとめました。 

すべての試料で定量限界未満の濃度でした。 

表 24 きゅうりに含まれる鉛の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

鉛 60 0.01 60 - - 0-0.01 - 
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3.1.3.12. なす 

残留農薬 

国産なすに農薬が適正に使用されているかを確認するため、平成 28 年度

に農薬 56 種類、試料 60 点（分析点数 418 点）の農薬の残留状況を調査し、

その結果を表 25 にまとめました。 

分析の結果、どの試料からも基準値を超える残留農薬は検出されませんで

した。 

表 25 なすに含まれる残留農薬の分析結果 

農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値

以下の

点数 

アクリナトリン 殺虫剤 1 0.01 1 0.5  1 

アセタミプリド 殺虫剤 23 0.02 18 2  23 

アセフェート 殺虫剤 3 0.01 3 5.0  3 

アゾキシストロビン 殺菌剤 16 0.01 15 3  16 

イソキサチオン 殺虫剤 2 0.01 2 0.1  2 

イプロジオン 殺菌剤 12 0.05 11 5.0  12 

イミダクロプリド 殺虫剤 14 0.02 14 2  14 

インドキサカルブ 

（インドキサカルブ

MPを含む） 

殺虫剤 3 0.02 3 0.5 3 

エトキサゾール 殺虫剤 2 0.03 2 0.5  2 

エトフェンプロックス 殺虫剤 9 0.02 9 2  9 

キャプタン 殺菌剤 1 0.01 1 5.0  1 

クレソキシムメチル 殺菌剤 2 0.02 2 3 2 

クロチアニジン 殺虫剤 19 0.01 18 1  19 

クロルフェナピル 殺虫剤 37 0.02 35 1  37 

クロルフルアズロン 殺虫剤 2 0.05 2 2.0  2 

クロロタロニル（TPN） 殺菌剤 36 0.01 32 2 36 

シアゾファミド 殺菌剤 7 0.02 7 0.5  7 

シアノホス（CYAP） 殺虫剤 1 0.02 1 0.05 1 

ジエトフェンカルブ 殺菌剤 5 0.05 5 5.0  5 

シエノピラフェン 殺虫剤 11 0.01 10 0.7  11 

ジノテフラン 殺虫剤 17 0.01 16 2  17 
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農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値

以下の

点数 

ジフェノコナゾール 殺菌剤 1 0.01 1 0.6  1 

シフルフェナミド 殺菌剤 2 0.02 2 0.3  2 

シペルメトリン 殺虫剤 1 0.05 1 0.5  1 

シモキサニル 殺菌剤 1 0.02 1 0.5  1 

スピノサド 殺虫剤 7 0.02 7 2  7 

ダイアジノン 殺虫剤 4 0.02 4 0.1  4 

チアクロプリド 殺虫剤 3 0.03 3 1  3 

チアメトキサム 殺虫剤 7 0.02 7 0.7  7 

テブフェンピラド 殺虫剤 4 0.01 4 0.5  4 

テフルベンズロン 殺虫剤 2 0.02 2 0.5  2 

トリフルミゾール 殺菌剤 15 0.05 15 1  15 

トルフェンピラド 殺虫剤 20 0.02 20 2  20 

ビフェントリン 殺虫剤 1 0.01 1 0.5  1 

ピリダリル 殺虫剤 26 0.02 19 1  26 

フェナリモル 殺菌剤 2 0.1 2 0.5  2 

フェニトロチオン

（MEP） 
殺虫剤 1 0.02 1 0.2 1 

フェンバレレート 殺虫剤 1 0.05 1 1.0  1 

フェンピロキシメート 殺虫剤 4 0.02 4 0.5  4 

フェンプロパトリン 殺虫剤 1 0.02 0 2  1 

ブプロフェジン 殺虫剤 5 0.05 5 1  5 

フルジオキソニル 殺菌剤 2 0.03 2 1  2 

フルフェノクスロン 殺虫剤 6 0.02 6 2  6 

フルベンジアミド 殺虫剤 15 0.01 14 1  15 

プロシミドン 殺菌剤 7 0.03 5 5  7 

ヘキシチアゾクス 殺虫剤 2 0.02 2 2  2 

ペルメトリン 殺虫剤 10 0.02 10 1.0  10 

ペンチオピラド 殺菌剤 19 0.01 17 3  19 

ボスカリド 殺菌剤 3 0.02 0 3  3 

マラチオン（マラソン） 殺虫剤 3 0.03 3 0.5 3 

マンジプロパミド 殺菌剤 2 0.02 2 2  2 

ミクロブタニル 殺菌剤 3 0.05 3 1  3 
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農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値

以下の

点数 

メタミドホス － 3 0.01 3 1.0  3 

メタラキシル（メタラキ

シルMを含む） 
殺菌剤 2 0.02 2 1 2 

メパニピリム 殺菌剤 8 0.02 6 5  8 

ルフェヌロン 殺虫剤 2 0.05 2 0.5  2 
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3.1.3.13. ピーマン 

鉛 

国産ピーマンに含まれる鉛の最新の実態を把握するため、平成 27 年度に

60 点を分析し、その結果を表 26 にまとめました。 

すべての試料で定量限界未満の濃度でした。 

表 26 ピーマンに含まれる鉛の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

鉛 60 0.01 60 - - 0-0.01 - 
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3.1.4. 果実 

3.1.4.1. みかん 

残留農薬 

国産みかんに農薬が適正に使用されているかを確認するため、平成 28 年

度に農薬 32 種類、試料 60 点（分析点数 404 点）の農薬の残留状況を調査し、

その結果を表 27 にまとめました。 

分析の結果、どの試料からも基準値を超える残留農薬は検出されませんで

した。 

表 27 みかんに含まれる残留農薬の分析結果 

農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値 

以下の 

点数 

アセタミプリド 殺虫剤 33 0.02 33 0.5 33 

アラニカルブ 殺虫剤 8 0.01 8 2 8 

イプロジオン 殺菌剤 9 0.05 9 10 9 

イミダクロプリド 殺虫剤 22 0.02 22 0.3 22 

クレソキシムメチル 殺菌剤 25 0.02 25 2 25 

クロチアニジン 殺虫剤 23 0.01 23 1 23 

クロルピリホス 殺虫剤 2 0.02 2 1 2 

クロルフェナピル 殺虫剤 26 0.02 26 0.3 26 

ジウロン（DCMU） 除草剤 3 0.01 3 0.05 3 

ジエトフェンカルブ 殺菌剤 1 0.05 1 5.0 1 

シエノピラフェン 殺虫剤 6 0.01 6 0.05 6 

ジノテフラン 殺虫剤 25 0.01 4 2 25 

シプロジニル 殺菌剤 7 0.03 7 0.1 7 

ジメトエート 殺虫剤 1 0.1 1 1.0 1 

シラフルオフェン 殺虫剤 5 0.01 5 0.2 5 

スピノサド 殺虫剤 6 0.02 6 0.1 6 

チアメトキサム 殺虫剤 9 0.02 9 0.3 9 

チオジカルブ 殺虫剤 5 0.01 5 1 5 

トルフェンピラド 殺虫剤 17 0.02 17 0.1 17 

ビフェントリン 殺虫剤 2 0.01 2 0.1 2 

ピリダベン 殺虫剤 17 0.03 17 0.2 17 
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農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値 

以下の 

点数 

フェントエート（PAP） 殺虫剤 5 0.02 5 0.1 5 

フェンピロキシメート 殺虫剤 17 0.02 17 0.5 17 

フェンプロパトリン 殺虫剤 20 0.02 20 0.5 20 

ブプロフェジン 殺虫剤 22 0.05 22 0.3 22 

フルジオキソニル 殺菌剤 7 0.03 7 0.1 7 

フルベンジアミド 殺虫剤 2 0.01 2 0.2 2 

ペルメトリン 殺虫剤 1 0.02 1 0.5 1 

ボスカリド 殺菌剤 14 0.02 14 1 14 

メソミル 殺虫剤 13 0.02 13 1 13 

メチダチオン

（DMTP） 
殺虫剤 47 0.02 47 5 47 

ルフェヌロン 殺虫剤 4 0.05 4 0.02 4 
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3.1.4.2. かき 

残留農薬 

国産かきに農薬が適正に使用されているかを確認するため、平成 28 年度

に農薬 39 種類、試料 60 点（分析点数 544 点）の農薬の残留状況を調査し、

その結果を表 28 にまとめました。 

分析の結果、どの試料からも基準値を超える残留農薬は検出されませんで

した。 

表 28 かきに含まれる残留農薬の分析結果 

農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値 

以下の 

点数 

アクリナトリン 殺虫剤 2 0.01 2 1 2 

アセタミプリド 殺虫剤 33 0.02 30 1 33 

アセフェート 殺虫剤 31 0.01 29 2.0 31 

アゾキシストロビン 殺菌剤 2 0.01 1 1 2 

アラニカルブ 殺虫剤 22 0.01 22 2 22 

イミダクロプリド 殺虫剤 5 0.02 5 1 5 

キャプタン 殺菌剤 24 0.01 20 5 24 

クレソキシムメチル 殺菌剤 19 0.02 18 5 19 

クロチアニジン 殺虫剤 24 0.01 16 0.5 24 

クロルフェナピル 殺虫剤 3 0.02 3 1 3 

クロルフルアズロン 殺虫剤 3 0.05 3 2.0 3 

クロロタロニル

（TPN） 
殺菌剤 1 0.01 1 1 1 

シアノホス（CYAP） 殺虫剤 1 0.02 1 0.2 1 

ジエトフェンカルブ 殺菌剤 5 0.05 5 5.0 5 

ジノテフラン 殺虫剤 34 0.01 10 2 34 

ジフェノコナゾール 殺菌剤 34 0.01 23 0.7 34 

シペルメトリン 殺虫剤 18 0.05 17 2.0 18 

シラフルオフェン 殺虫剤 7 0.01 1 2 7 

ダイアジノン 殺虫剤 3 0.02 3 0.1 3 

チアメトキサム 殺虫剤 14 0.02 12 1 14 

テブコナゾール 殺菌剤 30 0.05 29 1 30 

テブフェンピラド 殺虫剤 1 0.01 1 0.5 1 
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農薬名 種類 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界

未満の 

点数 

残留農薬 

基準値 

（mg/kg） 

基準値 

以下の 

点数 

トラロメトリン 殺虫剤 1 0.01 1 0.5 1 

トリフルミゾール 殺菌剤 4 0.05 4 1 4 

トリフロキシストロビ

ン 
殺菌剤 2 0.02 1 1 2 

ビフェントリン 殺虫剤 3 0.01 3 0.5 3 

フェナリモル 殺菌剤 4 0.1 4 1.0 4 

フェニトロチオン

（MEP） 
殺虫剤 21 0.02 21 0.2 21 

フェンバレレート 殺虫剤 1 0.05 1 1.0 1 

フェンピロキシメート 殺虫剤 11 0.02 11 0.5 11 

フェンプロパトリン 殺虫剤 7 0.02 5 2 7 

ブプロフェジン 殺虫剤 15 0.05 14 1 15 

フルベンジアミド 殺虫剤 16 0.01 9 0.7 16 

プロチオホス 殺虫剤 26 0.03 26 0.2 26 

ペンチオピラド 殺菌剤 1 0.01 1 3 1 

ボスカリド 殺菌剤 7 0.02 6 1 7 

メソミル 殺虫剤 22 0.02 22 3 22 

メタミドホス － 31 0.01 29 1 31 

メチダチオン

（DMTP） 
殺虫剤 56 0.02 56 0.2 56 
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3.2. 水産物 

3.2.1. 魚介類 

ダイオキシン類 

魚介類に含まれるダイオキシン類の最新の実態を把握するため、平成 27

年度及び平成 28 年度に 170 点を分析し、その結果を表 29 にまとめました。 

各品目について、過去の調査結果と比較したところ、ブリ(天然)では、統

計学的に有意に低く、ホッケとベニズワイガニでは有意に高くなりました。

その他の魚種では、統計学的に有意な差はみられませんでした。また、いず

れの魚種についても、各年度のダイオキシン濃度の範囲は重なっており、同

一調査年度内でも検体間でばらつきが大きいことがわかりました。 

農林水産省は、水産物に含まれるダイオキシン類の濃度の経年変化を把握

するため、調査を継続します。 

表 29 魚介類に含まれるダイオキシン類の分析結果 

水産物名 試料点数 
ダイオキシン類濃度（pg-TEQ/g） 

最小値 最大値 平均値 中央値 

ウナギ（養殖） 20 0.69 0.91 0.80 0.82 

カタクチイワシ 20 0.067 0.47 0.22 0.14 

コノシロ 20 0.49 3.5 1.6 1.4 

スズキ 20 0.52 6.6 2.1 1.4 

ブリ（天然） 30 0.83 3.4 1.7 1.4 

ホッケ 30 0.29 3.0 1.1 0.86 

ベニズワイガニ 30 0.35 1.4 0.59 0.47 

（注）定量限界未満のダイオキシン類の濃度を「0」として算出しました。 

 ウナギ（養殖）、カタクチイワシ、コノシロ、スズキは、平成 27 年度に調

査しました。 

 ブリ（天然）、ホッケ、ベニズワイガニは、平成 28 年度に調査しました。 
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3.3. 加工調理食品 

3.3.1. 穀類加工品 

3.3.1.1. パン類 

アクリルアミド 

国内で販売されたパン類のうち、フランスパンとロールインパン20に含ま

れるアクリルアミドの最新の実態を把握するため、平成 27 年度に計 120 点

を分析し、その結果を表 30 にまとめました。 

分析の結果、約 9 割以上の試料が定量限界未満の濃度であり、同様のサン

プリング方法で平成 25年度に実施した調査結果と同程度に低い濃度でした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 30 パン類に含まれるアクリルアミドの分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

フランスパン 60 0.03 59 < 0.03 0.03 
0.005- 

0.03 
- 

ロールインパン 60 0.03 54 < 0.03 0.05 
0.004- 

0.03 
- 

 

  

                                            
20 パン生地への油脂（バター、マーガリンなど）の折り込みと伸展を繰り返して、層状に

焼き上げたパン（いわゆるクロワッサン、デニッシュなど）が該当します。ドライフルー

ツ、ナッツ類、チョコレートペースト等を含むものについても一部対象としました。 
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トランス脂肪酸 

国内で販売されたパン類に含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の最新の

実態を把握するため、平成 27 年度に、食パン、ロールパン、クロワッサン、

菓子パン21、調理パン22・惣菜パン23計 65 点を分析し、その結果を表 31 と

表 32 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の含有実態等に

関する情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 31 パン類に含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

食パン 14 0.02 0.15 0.04 0.03 

ロールパン 8 0.05 0.15 0.10 0.10 

クロワッサン 8 0.22 2.6 0.74 0.54 

菓子パン 15 0.04 0.42 0.18 0.18 

調理パン・惣菜パン 20 0.08 0.38 0.20 0.19 

 

表 32 パン類に含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

食パン 14 0.93 2.5 1.5 1.4 

ロールパン 8 2.3 4.1 3.2 3.2 

クロワッサン 8 12 18 15 15 

菓子パン 15 1.8 9.9 5.9 5.8 

調理パン・惣菜パン 20 1.3 8.5 4.2 4.2 

  

                                            
21 デニッシュは含みません。 
22 パンにサラダ、ハム、カツ、コロッケ等をはさみ込みそのまま摂食できるようにしたも

のです。 
23 パン生地にサラダ、ハム、カツ、コロッケ等を包む、はさむ、載せる等して焼き上げた

もの、又は油脂で揚げたものです。 
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3.3.1.2. 即席めん 

トランス脂肪酸 

国内で販売された即席めん24に含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の最

新の実態を把握するため、平成 27 年度に 15 点を分析し、その結果を表 33

と表 34 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の含有実態等に

関する情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 33 即席めんに含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

即席めん 15 0.03 0.17 0.10 0.10 

 

表 34 即席めんに含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

即席めん 15 1.3 11 7.0 8.1 

 

  

                                            
24 フライ麺とノンフライ麺の両方を含みます。かやくやスープ類も含めて分析しています。 



56 

 

3.3.2. いも類加工品（フライドポテト） 

アクリルアミド 

国内で販売されたフライドポテトに含まれるアクリルアミドの最新の実態

を把握し、食品関連事業者が自主的に行っている低減対策の有効性を検証す

るため、平成 27 年度に 240 点を分析し、その結果を表 35 にまとめました。

フライドポテトの原料であるばれいしょは、長期間低温で貯蔵することによ

り、アクリルアミドの前駆体の一つである還元糖の濃度が高くなり、加熱後

のアクリルアミド濃度も高くなることが知られています。そのため、前年か

ら貯蔵した原料で製造した製品が流通している可能性が高い 7 月と、収穫直

後の原料で製造した製品が流通している可能性が高い 10 月の 2 回に分けて

試料を購入、分析し、アクリルアミド濃度を比較しました。 

分析の結果、3 点の試料を除き定量限界以上の濃度であり、一部の試料で、

比較的濃度の高いものがありました。平成 19 年度に実施した調査結果25と比

較したところ、平成 25 年度に実施した調査結果と同様に統計学的に有意に

低い濃度でした。また、7 月に購入した試料の分析結果と 10 月に購入した試

料の分析結果を比較したところ、統計学的に有意な差は見られませんでした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 35 フライドポテトに含まれるアクリルアミドの分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

フライドポテト 240 0.03 3 < 0.03 1.0 
0.27- 

0.27 
0.23 

 7月購入分 120 0.03 2 < 0.03 0.86 
0.25- 

0.25 
0.22 

 10月購入分 120 0.03 1 < 0.03 1.0 
0.28- 

0.29 
0.24 

  

                                            
25 http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/acryl_amide/a_syosai/nousui/ganyu.html 
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トランス脂肪酸 

国内で販売されたフライドポテトに含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸

の実態を把握するため、平成 28 年度に 10 点を分析し、その結果を表 36 と

表 37 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 36 フライドポテトに含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

フライドポテト 10 0.07 0.25 0.15 0.15 

 

表 37 フライドポテトに含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

フライドポテト 10 1.3 6.7 3.4 2.6 
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3.3.3. 豆類加工品 

重金属等 

国内で販売された大豆の缶詰・パウチに含まれる重金属等の実態を把握す

るため、平成 27 年度に 10 点（分析点数 40 点）を分析し、その結果を表 38

にまとめました。 

分析の結果、鉛、総水銀、総ヒ素は、全ての試料が定量限界未満の濃度で

した。カドミウムは、全ての試料が定量限界以上の濃度でした。平成 23～25

年度に実施した国産大豆中のカドミウムの含有実態調査の結果26と比較した

ところ、試料の水分含有率の違いを考慮しても、全ての試料が含有実態濃度

の範囲内でした。 

農林水産省は、引き続き、コーデックス規格の設定、見直しが検討されて

いる品目を中心に、加工食品中の重金属等について、最新の実態を調査して

いきます。  

表 38 大豆の缶詰・パウチに含まれる重金属等の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値

（mg/kg） 

平均値

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

カドミウム 10 0.01 0 0.01 0.05 0.02 0.02 

鉛 10 0.01 10 - - 0-0.01 - 

総水銀 10 0.01 10 - - 0-0.01 - 

総ヒ素 10 0.01 10 - - 0-0.01 - 

 

  

                                            
26 http://www.maff.go.jp/j/press/syouan/nouan/160223.html 
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3.3.4. 農産物漬物 

重金属等 

国内で販売されたきゅうりの漬物に含まれる重金属等の実態を把握するた

め、平成 27 年度に 38 点（分析点数 152 点）を分析し、その結果を表 39 に

まとめました。 

分析の結果、鉛、総ヒ素については、一部の試料で比較的濃度が高いもの

があることがわかりました。カドミウムは約 8 割の試料が定量限界未満の濃

度でした。総水銀は全ての試料が定量限界未満でした。 

農林水産省は、引き続き、コーデックス規格の設定、見直しが検討されて

いる品目を中心に、加工食品中の重金属等について、最新の実態を調査して

いきます。 

表 39 きゅうりの漬物に含まれる重金属等の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値

（mg/kg） 

平均値

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

カドミウム 38 0.01 32 < 0.01 0.09 0.01-0.01 - 

鉛 38 0.01 7 < 0.01 0.18 0.05-0.05 0.04 

総水銀 38 0.01 38 - - 0-0.01 - 

総ヒ素 38 0.01 9 < 0.01 0.40 0.04-0.04 0.02 
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ヒスタミン 

国内で販売された農産物漬物に含まれるヒスタミンの実態を把握するため、

平成 27 年度に 230 点を分析し、その結果を表 40 にまとめました。 

分析の結果、一部の試料で比較的濃度の高いものがあることがわかりまし

た。 

農林水産省は、引き続き、農産物加工品に含まれるヒスタミンの低減に関

する国内外の情報を収集します。また、食品事業者による農産物漬物中のヒ

スタミン濃度の低減に向けた努力を支援します。 

表 40 農産物漬物に含まれるヒスタミンの分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

ぬか漬け 60 0.5 43 < 0.5 92 7.5-7.9 - 

赤とうがらし漬け 60 0.5 29 < 0.5 83 3.6-3.9 0.55 

しょうゆ漬け 30 0.5 5 < 0.5 100 11-11 2.6 

かす漬け 30 0.5 19 < 0.5 85 3.7-4.0 - 

みそ漬け 30 0.5 6 < 0.5 120 11-11 1.5 

酢漬け 20 0.5 17 < 0.5 4.1 0.4-0.8 - 
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3.3.5. 含みつ糖・糖みつ 

かび毒 

国内で販売された輸入黒糖に含まれるアフラトキシン類の実態を予備的に

把握するため、平成 28 年度に 12 点（分析点数 48 点）を分析し、その結果

を表 41 にまとめました。 

分析の結果、全ての試料でアフラトキシン類の規制値27を超える濃度は検

出されませんでした。 

表 41 輸入黒糖に含まれるアフラトキシン類の分析結果（平成 28年度） 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（µg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（µg/kg） 

最大値 

（µg/kg） 

平均値 

（µg/kg） 

中央値 

（µg/kg） 

総アフラトキシン 12 - 6（注１） 0-0.15 
0.40- 

0.45 

0.13- 

0.23（注２） 
- 

アフラトキシン B1 12 0.08 6 < 0.08 0.32 
0.10- 

0.14 
- 

アフラトキシン B2 12 0.02 7 < 0.02 0.08 
0.03- 

0.04 
- 

アフラトキシン G1 12 0.02 12 - - 0-0.02 - 

アフラトキシン G2 12 0.03 12 - - 0-0.03 - 

（注１）アフラトキシン B1、B2、G1、G2の濃度が全て定量限界未満の試料数です。 

（注２）平均値の算出にあたり、定量限界未満のアフラトキシン B1、B2、G1、G2

の濃度を「0」又は「定量限界値」としました。 

 

 

 

  

                                            
27 食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号）に基づくアフラトキシン類の規制値は、総アフラ

トキシン（アフラトキシン B1、B2、G1及び G2の総和）で 10 µg/kg です。 



62 

 

アクリルアミド 

国内で販売された含みつ糖（黒糖や加工黒糖など）に含まれるアクリルア

ミドの最新の実態を把握するため、平成 27 年度に 120 点を分析し、その結

果を表 42 にまとめました。 

分析の結果、全ての試料が定量限界以上の濃度でした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 42 含みつ糖に含まれるアクリルアミドの分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

含みつ糖 120 0.02 0 0.04 1.5 0.42 0.44 
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3.3.6. 果実加工品 

3.3.6.1. 果実缶詰 

鉛 

国内で販売された果実缶詰に含まれる鉛の実態を把握し、食品事業者によ

る自主的な低減対策の効果を確認するため、平成 28 年度に、果実缶詰 120

点を分析し、その結果を表 43 にまとめました。 

分析の結果、8 割以上の試料が定量限界以上の濃度でした。また、同様の

方法で平成 25 年度に実施した調査結果と比較して、統計学的に有意に低い

濃度であり、事業者による自主的な低減対策の効果が確認されました。 

農林水産省は、引き続き、コーデックス規格の設定、見直しが検討されて

いる品目を中心に、加工食品中の重金属等について、最新の実態を調査して

いきます。 

表 43 果実缶詰に含まれる鉛の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値

（mg/kg） 

平均値

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

鉛 120 0.01 31 < 0.01 0.06 
0.02- 

0.02 
0.01 
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3.3.6.2. ジャム類 

重金属等 

国内で販売されたジャム類に含まれる重金属等の実態を予備的に把握する

ため、平成 27 年度に 30 点（分析点数 120 点）を分析し、その結果を表 44

にまとめました。 

分析の結果、鉛、総水銀は、全ての試料が定量限界未満の濃度でした。カ

ドミウムは、3 点の試料を除き、総ヒ素は、1 点の試料を除き定量限界未満

の濃度でした。 

農林水産省は、引き続き、コーデックス規格の設定、見直しが検討されて

いる品目を中心に、加工食品中の重金属等について、最新の実態を調査して

いきます。 

表 44 ジャム類に含まれる重金属等の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値

（mg/kg） 

平均値

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

カドミウム 30  0.01 27 < 0.01 0.02 0-0.01 - 

鉛 30  0.01 30 - - 0-0.01 - 

総水銀 30  0.01 30 - - 0-0.01 - 

総ヒ素 30  0.01 29 < 0.01 0.02 0-0.01 - 
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3.3.7. 魚介加工調理品 

多環芳香族炭化水素類（PAH） 

国内で製造・販売されたかつおの削りぶし28に含まれる PAH の最新の実態

を把握するため、表 45 に記載の 17 種類の PAH について、平成 28 年度に

120 点（分析点数計 2,040 点）を分析し、その結果を表 46 にまとめました。 

 分析の結果、DBahP，DBalP，MCH を除き、全ての試料が定量限界以上

の濃度でした。 

農林水産省は、引き続き、燻煙食品や直火調理食品等に含まれる PAH 濃

度を合理的に達成可能な範囲でできるだけ低くするため、食品事業者による

自主的な PAH 低減に向けた努力を支援していきます。 

表 45 分析対象としたPAHの名称と略号 

名称 略号 

ベンゾ[a]アントラセン BaA 

ベンゾ[b]フルオレン BbFL 

ベンゾ[c]フルオレン BcFL 

ベンゾ[b]フルオランテン BbFA 

ベンゾ[j]フルオランテン BjFA 

ベンゾ[k]フルオランテン BkFA 

ベンゾ[ghi]ペリレン BghiP 

ベンゾ[a]ピレン BaP 

クリセン CHR 

シクロペンタ[cd]ピレン CPP 

ジベンゾ[a,h]アントラセン DBahA 

ジベンゾ[a,e]ピレン DBaeP 

ジベンゾ[a,h]ピレン DBahP 

ジベンゾ[a,i]ピレン DBaiP 

ジベンゾ[a,l]ピレン DBalP 

インデノ[1,2,3-cd]ピレン IP 

5-メチルクリセン MCH 

 

                                            
28 削りぶし品質表示基準で定める「削りぶし」のうち、かつおの「ふし」又は「かれぶし」

を削ったものが該当します。かつおのふしを粉末にしたもの（「粉末」）やそれを 25%

以上含むもの（「粉末混合」）を含みます。 
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表 46 かつおの削りぶしに含まれるPAHの分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（μg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（μg/kg） 

最大値 

（μg/kg） 

平均値 

（μg/kg） 

中央値 

（μg/kg） 

BaA 120 0.23 0 39 330 110 100 

BbFL 120 0.23 0 66 680 200 190 

BcFL 120 0.13 0 25 270 76 70 

BbFA 120 0.12 0 11 110 33 31 

BjFA 120 0.15 0 6.0 74 20 18 

BkFA 120 0.11 0 4.4 39 13 12 

BghiP 120 0.07 0 3 20 7 7 

BaP 120 0.11 0 8.2 81 24 23 

CHR 120 0.15 0 60 530 180 170 

CPP 120 0.13 0 8.4 250 46 38 

DBahA 120 0.18 0 0.59 4.2 1.3 1.2 

DBaeP 120 0.12 0 0.19 1.8 0.50 0.47 

DBahP 120 0.09 74 < 0.09 0.28 
0.05- 

0.11 
- 

DBaiP 120 0.08 0 0.31 2.8 0.84 0.75 

DBalP 120 0.13 3 < 0.13 1.5 
0.54- 

0.54 
0.48 

IP 120 0.13 0 3.5  26 9.1 8.6 

MCH 120 0.22 120 - - - - 
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3.3.8. 乳製品・乳又は乳製品を主要原料とする食品等 

トランス脂肪酸 

国内で販売された乳製品・乳又は乳製品を主要原料とする食品等に含まれ

るトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の最新の実態を把握するため、平成 27 年度

に、クリーム類29, 30、コーヒークリーム 30、アイスミルク、ラクトアイス計

34 点を分析し、その結果を表 47 と表 48 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 47 乳製品・乳又は乳製品を主要原料とする食品等に 

含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

クリーム類 14 0.06 3.1 0.64 0.30 

コーヒークリーム 10 0.04 4.6 0.60 0.08 

アイスミルク 5 0.12 0.24 0.18 0.18 

ラクトアイス 5 0.00 0.00 0.00 0.00 

 

表 48 乳製品・乳又は乳製品を主要原料とする食品等に 

含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

クリーム類 14 16 30 24 25 

コーヒークリーム 10 3.7 32 17 14 

アイスミルク 5 4.0 9.2 6.7 7.4 

ラクトアイス 5 3.1 7.9 5.2 4.9 

  

                                            
29 クリームは、乳及び乳製品の成分規格等に関する省令（昭和 26 年厚生省令第 52 号）で

「生乳、牛乳又は特別牛乳から乳脂肪分以外の成分を除去したもの」と定められたもの

です。 
30 主に植物性脂肪を含むものと主に乳脂肪を含むものがあります。 
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3.3.9. 油脂類 

3.3.9.1. 食用植物油脂 

3-MCPD 脂肪酸エステル類 

国内で販売された食用こめ油に含まれる 3-MCPD 脂肪酸エステル類の最

新の実態を把握するため、平成 28 年度に 30 点を分析し、その結果を表 49

にまとめました。 

分析の結果、全ての試料で定量限界以上の濃度でした。試料の採取方法が

異なるため統計学的な比較はできないものの、平成 24 年度及び平成 25 年度

の調査結果31より低い傾向にありました。 

農林水産省は、引き続き、食品事業者による食品中の 3-MCPD 脂肪酸エス

テル類の低減に向けた努力を支援していきます。 

表 49 食用こめ油に含まれる 3-MCPD脂肪酸エステル類の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

食用こめ油 30 0.08 0 0.16 0.67 0.33 0.34 

 

  

                                            
31 http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/mcpde/ 
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グリシドール脂肪酸エステル類 

国内で販売された食用こめ油に含まれるグリシドール脂肪酸エステル類の

最新の実態を把握するため、平成 28 年度に 30 点を分析し、その結果を表 50

にまとめました。 

分析の結果、全ての試料で定量限界以上の濃度でした。試料の採取方法が

異なるため統計学的な比較はできないものの、平成 24 年度及び平成 25 年度

の調査結果 31より低い傾向にありました。 

農林水産省は、引き続き、食品事業者による食品中のグリシドール脂肪酸

エステル類の低減に向けた努力を支援していきます。 

表 50 食用こめ油に含まれるグリシドール脂肪酸エステル類の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

食用こめ油 30 0.08 0 0.67 2.2 1.1 0.99 
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トランス脂肪酸 

国内で販売された食用植物油脂（食用調合油32を含む）に含まれるトラン

ス脂肪酸、飽和脂肪酸の最新の実態を把握するため、平成 27 年度に 50 点を

分析し、その結果を表 51 と表 52 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 51 食用植物油脂に含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

食用植物油脂 50 0.21 5.4 1.1 0.91 

 

表 52 食用植物油脂に含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

食用植物油脂 50 6.6 88 14 12 

 

  

                                            
32 2 種類以上の食用植物油脂を調合したものです。 
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3.3.9.2. 食用動物油脂 

トランス脂肪酸 

国内で販売された調製ラード33に含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の

最新の実態を把握するため、平成 27 年度に 5 点を分析し、その結果を表 53

と表 54 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 53 調製ラードに含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

調製ラード 5 0.83 1.6 1.1 0.91 

 

表 54 調製ラードに含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

調製ラード 5 40 42 42 42 

 

 

  

                                            
33 精製した豚脂が主原料である食用油脂を使用しているものです。 
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3.3.10. 乳幼児用菓子類 

アクリルアミド 

国内で販売された乳幼児用菓子類34に含まれる最新のアクリルアミドの実

態を把握するため、平成 28 年度に 60 点を分析し、その結果を表 55 にまと

めました。 

分析の結果、約 8 割の試料が定量限界以上の濃度でした。また、同様のサ

ンプリング方法で平成 26 年度に実施した調査結果と比較して、統計学的に

有意な差は見られませんでした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 55 乳幼児用菓子類に含まれるアクリルアミドの分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

アクリルアミド 60 0.03 11 < 0.03 0.68 
0.14- 

0.15 
0.12 

 

  

                                            
34 小麦、米、とうもろこし等を主原材料とする菓子類のうち、乳幼児用であることを包装

等で標榜しているものです。 
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3.3.11. 菓子類 

3.3.11.1. ビスケット類 

アクリルアミド 

国内で販売されたビスケット類に含まれるアクリルアミドの最新の実態を

把握するため、平成 28 年度に 60 点を分析し、その結果を表 56 にまとめま

した。 

分析の結果、約 9 割の試料が定量限界以上の濃度でした。また、同様のサ

ンプリング方法で平成 26 年度に実施した調査結果と比較して、統計学的に

有意な差は見られませんでした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 56 ビスケット類に含まれるアクリルアミドの分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

アクリルアミド 60 0.03 5  < 0.03 0.77 
0.22- 

0.22 
0.15 
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トランス脂肪酸 

国内で販売されたビスケット類に含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の

実態を把握するため、平成 27 年度に、乾パン、菓子パイ、ビスケット、クッ

キー、クラッカー、半生ケーキ35計 45 点を分析し、その結果を表 57 と表 58

にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 57 ビスケット類に含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

乾パン 5 0.02 0.12 0.05 0.03 

菓子パイ 5 0.15 4.6 1.4 0.58 

ビスケット 11 0.03 0.30 0.16 0.14 

クッキー 11 0.08 0.67 0.27 0.19 

クラッカー 8 0.04 3.9 0.54 0.07 

半生ケーキ 5 0.10 1.1 0.36 0.17 

 

表 58 ビスケット類に含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

乾パン 5 1.8 4.2 2.7 2.4 

菓子パイ 5 11 16 13 13 

ビスケット 11 5.7 18 11 10 

クッキー 11 8.6 16 13 13 

クラッカー 8 3.9 17 9.8 9.3 

半生ケーキ 5 7.8 18 13 13 

 

 

  

                                            
35 常温で流通する、ケーキに近い半生タイプの洋菓子です。 
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3.3.11.2. スナック菓子 

アクリルアミド 

国内で販売されたポテトスナックに含まれるアクリルアミドの最新の実態

を把握し、食品関連事業者が自主的に行っている低減対策の有効性を検証す

るため、平成 27 年度から平成 28 年度に計 240 点を分析し、その結果を表 59

にまとめました。 

ポテトスナックの原料であるばれいしょは、長期間低温で貯蔵することに

より、アクリルアミドの前駆体の一つである還元糖の濃度が高くなり、加熱

後のアクリルアミド濃度も高くなることが知られています。そのため、収穫

直後の原料で製造した製品が流通している可能性が高い 10 月（平成 27 年）

と、前年から貯蔵した原料で製造した製品が流通している可能性が高い 6 月

（平成 28 年）の 2 回に分けて試料を購入、分析し、アクリルアミド濃度を

比較しました。 

分析の結果、平成 27 年度については約 9 割の試料が、平成 28 年度につい

ては 3 点の試料を除き定量限界以上の濃度でした。一部の試料で比較的濃度

の高いものがありましたが、平成 18 年度から 19 年度にかけて実施した調査

結果と比較したところ、平成 25 年度に実施した調査と同様に統計学的に有

意に低い濃度でした。また、10 月に購入した試料の分析結果と 6 月に購入し

た試料の分析結果を比較したところ、統計学的に有意な差は見られませんで

した。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 59 ポテトスナックに含まれるアクリルアミドの分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

ポテトスナック 

（平成27年10月購入） 
120 0.03 17 < 0.03 3.9 

0.69- 

0.69 
0.59 

ポテトスナック 

（平成28年6月購入） 
120 0.03 3 < 0.03 4.6 

0.84- 

0.84 
0.61 
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トランス脂肪酸 

国内で販売されたスナック菓子に含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の

実態を把握するため、平成 27 年度にポップコーン（爆裂したもの）、ポッ

プコーンの素、スナック類計 45 点を分析し、その結果を表 60 と表 61 にま

とめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 60 スナック菓子に含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

ポップコーン 

（爆裂したもの） 
7 0.03 0.42 0.20 0.15 

ポップコーンの素 3 4.2 5.4 4.8 4.8 

スナック類 35 0.16 0.90 0.29 0.25 

 

表 61 スナック菓子に含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

ポップコーン 

（爆裂したもの） 
7 0.81 29 12 11 

ポップコーンの素 3 3.6 6.9 5.0 4.6 

スナック類 35 1.3 16 11 13 
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3.3.11.3. 米菓 

アクリルアミド 

国内で販売された米菓に含まれるアクリルアミドの最新の実態を把握する

ため、平成 28 年度に 60 点を分析し、その結果を表 62 にまとめました。 

分析の結果、約 8 割の試料が定量限界以上の濃度でした。また、同様の方

法で平成 26 年度に実施した調査結果と比較して、統計学的に有意な差は見

られませんでした。 

また、原料（主原料がうるち米又はもち米）と製法（揚げる又は焼く）の

違いによる米菓中のアクリルアミド濃度を詳細に把握するため、原料・製法

が異なる米菓計 153 点を分析し、その結果を表 63 にまとめました。 

分析の結果、約 9 割の試料が定量限界以上の濃度でした。また、原料・製

法が異なる米菓中のアクリルアミド濃度を比較したところ、統計学的に有意

な差は見られませんでした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 62 米菓に含まれるアクリルアミドの分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

米菓 60 0.03 10 < 0.03 0.39 
0.09- 

0.1 
0.07 
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表 63 米菓に含まれるアクリルアミドの分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

米菓 153 0.01 16 < 0.01 1.2 
0.08- 

0.08 
0.03 

 うるち米・揚げ 32 0.01 5 < 0.01 0.2 
0.06- 

0.06 
0.05 

 うるち米・焼き 33 0.01 2 < 0.01 0.44 
0.09- 

0.09 
0.06 

 もち米・揚げ 32 0.01 5 < 0.01 0.57 
0.08- 

0.09 
0.03 

 もち米・焼き 56 0.01 4 < 0.01 1.2 
0.07- 

0.07 
0.03 

 

トランス脂肪酸 

国内で販売された米菓に含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の最新の実

態を把握するため、平成 27 年度に 10 点を分析し、その結果を表 64 と表 65

にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 64 米菓に含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

米菓 10 0.05 0.52 0.21 0.20 

 

表 65 米菓に含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

米菓 10 0.47 14 4.0 2.5 
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3.3.11.4. その他の菓子類 

トランス脂肪酸 

国内で販売されたその他の菓子類に含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸

の実態を把握するため、平成 27 年度に、ショートケーキ、アップルパイ・

ミートパイ、デニッシュ、シュークリーム、スポンジケーキ、ドーナツ、プ

リン、チョコレート計 65 点を分析し、その結果を表 66 と表 67 にまとめま

した。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 66 その他の菓子類に含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

ショートケーキ 7 0.21 1.2 0.49 0.42 

アップルパイ・ミートパイ 8 0.09 0.58 0.29 0.27 

デニッシュ 6 0.08 3.1 1.1 0.27 

シュークリーム 8 0.07 0.46 0.23 0.19 

スポンジケーキ 5 0.03 0.09 0.05 0.05 

ドーナツ 11 0.12 0.62 0.32 0.30 

プリン 10 0.07 1.7 0.43 0.13 

チョコレート 10 0.10 0.40 0.20 0.19 

 

表 67 その他の菓子類に含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

ショートケーキ 7 10 15 12 12 

アップルパイ・ミートパイ 8 4.3 16 9.6 9.4 

デニッシュ 6 4.4 11 7.5 8.0 

シュークリーム 8 6.5 17 9.9 9.7 

スポンジケーキ 5 1.5 2.5 2.0 2.0 

ドーナツ 11 6.6 19 13 13 

プリン 10 1.9 9.7 5.1 4.2 

チョコレート 10 13 24 20 21 
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3.3.12. 飲料及び飲料原料 

3.3.12.1. 麦茶（煎り麦） 

アクリルアミド 

国内で販売された麦茶（煎り麦）36に含まれるアクリルアミドの最新の実

態を把握するため、平成 28 年度に 60 点を分析し、その結果を表 68 にまと

めました。 

分析の結果、全ての試料が定量限界以上の濃度でした。また、同様の方法

で平成 26 年度に実施した調査結果と比較して、統計学的に有意な差は見ら

れませんでした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者が自主的に行うアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 68 麦茶（煎り麦）に含まれるアクリルアミドの分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値 

（mg/kg） 

平均値 

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

アクリルアミド 60 0.03 0 0.10 0.65 0.25 0.21 

 

  

                                            
36 水や湯で抽出し飲用に供するために焙煎した大麦が該当します。 
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3.3.12.2. ほうじ茶（茶葉） 

アクリルアミド 

国内で販売されたほうじ茶（茶葉）37に含まれるアクリルアミドの最新の

実態を把握するため、平成 28 年度に 60 点を分析し、その結果を表 69 にま

とめました。 

分析の結果、1 点の試料を除き定量限界以上の濃度でした。また、同様の

方法で平成 26 年度に実施した調査結果と比較して、統計学的に有意に低い

濃度でした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 69 ほうじ茶（茶葉）に含まれるアクリルアミドの分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値

（mg/kg） 

平均値

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

アクリルアミド 60 0.03 1 < 0.03 1.0 
0.30- 

0.30 
0.25 

 

  

                                            
37 湯で抽出して飲用に供するために、煎茶や番茶などを強い火で焙って製造したものが該

当します。 
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3.3.12.3. コーヒー（豆、固形） 

アクリルアミド 

国内で販売されたレギュラーコーヒー（豆）38やインスタントコーヒー（固

形）39に含まれるアクリルアミドの最新の実態を把握するため、平成 28 年度

に 120 点を分析し、その結果を表 70 にまとめました。 

分析の結果、全ての試料が定量限界以上の濃度でした。また、同様のサン

プリング方法で平成 26 年度に実施した調査結果と比較して、統計学的に有

意な差は見られませんでした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 70 コーヒー（豆、固形）に含まれるアクリルアミドの分析結果 

食品名 
試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値

（mg/kg） 

平均値

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

レギュラー 

コーヒー（豆） 
60 0.03 0 0.16 0.35 0.25 0.24 

インスタント 

コーヒー（固形） 
60 0.03 0 0.40 0.87 0.60 0.56 

 

  

                                            
38 レギュラーコーヒー及びインスタントコーヒーの表示に関する公正競争規約（平成 3 年

11 月 27 日公正取引委員会告示第 33 号〔最終改正：平成 28 年 4 月 1 日公正取引委員会・

消費者庁告示第 1 号〕）に定められた「レギュラーコーヒー」が該当します。 
39 レギュラーコーヒー及びインスタントコーヒーの表示に関する公正競争規約に定められ

た「インスタントコーヒー」が該当します。 
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3.3.12.4. 果実飲料 

重金属等 

国内で販売されたぶどうジュースに含まれる重金属類の実態を予備的に把

握するため、平成 27 年度に 30 点（分析点数 120 点）を分析し、その結果を

表 71 にまとめました。 

分析の結果、鉛、総ヒ素は、約 7 割の試料が定量限界未満の濃度でした。

カドミウム、総水銀は、それぞれ全ての試料が定量限界未満の濃度でした。 

農林水産省は、引き続き、コーデックス規格の設定、見直しが検討されて

いる品目を中心に、加工食品中の重金属等について、最新実態を調査してい

きます。 

表 71 ぶどうジュースに含まれる重金属等の分析結果 

調査対象 

物質名 

試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値

（mg/kg） 

平均値

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

カドミウム 30  0.01 30 - - 0-0.01 - 

鉛 30 0.01 22 < 0.01 0.02 0-0.01 - 

総水銀 30  0.01 30 - - 0-0.01 - 

総ヒ素 30  0.01 22 < 0.01 0.06 0.01-0.01 - 
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3.3.12.5. 粉末飲料 

トランス脂肪酸 

国内で販売された粉末プレミックス飲料40に含まれるトランス脂肪酸、飽

和脂肪酸の実態を把握するため、平成 27 年度に 10 点を分析し、その結果を

表 72 と表 73 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 72 粉末プレミックス飲料に含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

粉末プレミックス飲料 10 0.03 0.20 0.06 0.03 

 

表 73 粉末プレミックス飲料に含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

粉末プレミックス飲料 10 3.3 27 16 18 

 

  

                                            
40 砂糖や脱脂粉乳、クリーミングパウダー等があらかじめ配合され、水又は牛乳を加える

ことでコーヒーや茶、ココア等の飲料となる製品です。 
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3.3.13. 調味料及びスープ 

3.3.13.1. ルウ 

トランス脂肪酸 

国内で販売されたルウ（カレー、シチュー、ハヤシ）に含まれるトランス

脂肪酸、飽和脂肪酸の実態を把握するため、平成 27 年度に、カレールウ、

シチュールウ、ハヤシルウ計 20 点を分析し、その結果を表 74 と表 75 にま

とめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 74 ルウに含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

ルウ 20 0.07 6.4 1.0 0.52 

 

表 75 ルウに含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

ルウ 20 11 26 18 19 
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3.3.13.2. ドレッシング 

トランス脂肪酸 

国内で販売されたドレッシングに含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の

実態を把握するため、平成 27 年度に、マヨネーズ及びサラダクリーミード

レッシング（マヨネーズタイプ）、その他のドレッシング計 15 点を分析し、

その結果を表 76 と表 77 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 76 ドレッシングに含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

マヨネーズ及び 

サラダクリーミードレッシング 
8 0.34 1.1 0.78 0.95 

その他のドレッシング 7 0.13 0.71 0.45 0.51 

 

表 77 ドレッシングに含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

マヨネーズ及び 

サラダクリーミードレッシング 
8 3.5 11 6.9 6.6 

その他のドレッシング 7 1.5 5.6 2.9 2.6 
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3.3.13.3. 乾燥スープ 

トランス脂肪酸 

国内で販売された乾燥スープに含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の実

態を把握するため、平成 27 年度に 10 点を分析し、その結果を表 78 と表 79

にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 78 乾燥スープに含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

乾燥スープ 10 0.05 0.39 0.16 0.13 

 

表 79 乾燥スープに含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

乾燥スープ 10 2.4 13 7.4 6.1 
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3.3.14. その他の加工調理食品 

3.3.14.1. レトルトパウチ食品（カレー） 

アクリルアミド 

調理済みカレーに含まれるアクリルアミドの最新の実態を把握するため、

平成 28 年度に 60 点を分析し、その結果を表 80 にまとめました。 

分析の結果、約 8 割の試料が定量限界以上の濃度でした。また、同様の方

法で平成 26 年度に実施した調査結果と比較して、統計学的に有意な差は見

られませんでした。 

農林水産省は、食品中のアクリルアミド濃度を合理的に達成可能な範囲で

できるだけ低くするため、「食品中のアクリルアミドを低減するための指針」

を普及し、食品関連事業者による自主的なアクリルアミド低減に向けた努力

を支援しています。引き続き、指針の効果を検証するため、アクリルアミド

の最新の含有実態を調査します。 

表 80 カレー（レトルトパウチ）に含まれるアクリルアミドの分析結果 

食品の部分 
試料 

点数 

定量 

限界 

（mg/kg） 

定量限界 

未満の 

点数 

最小値 

（mg/kg） 

最大値

（mg/kg） 

平均値

（mg/kg） 

中央値 

（mg/kg） 

カレー 

（レトルトパウチ） 
60 0.03 15 < 0.03 0.27 

0.06- 

0.07 
0.05 
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3.3.14.2. 調理冷凍食品 

トランス脂肪酸 

国内で販売された調理冷凍食品41に含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸

の実態を把握するため、平成28年度に試料120点を分析し、その結果を表 81

と表 82 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 81 調理冷凍食品に含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

冷凍コロッケ 

（クリームコロッケ） 
4 0.12 0.17 0.14 0.14 

冷凍コロッケ 

（クリームコロッケを除く） 
6 0.11 0.51 0.29 0.23 

冷凍ハンバーグ・ 

冷凍ミートボール 
10 0.04 0.43 0.22 0.19 

冷凍鶏からあげ 10 0.05 0.10 0.06 0.06 

冷凍中華まんじゅう 

（肉まん・あんまん） 
10 0.02 0.07 0.03 0.03 

冷凍春巻 5 0.13 0.30 0.22 0.27 

冷凍天ぷら 5 0.04 0.18 0.11 0.10 

冷凍カツ（肉） 9 0.10 0.26 0.16 0.16 

冷凍水産物フライ（注１） 11 0.16 0.42 0.26 0.25 

冷凍米飯類（注２） 10 0.03 0.06 0.04 0.04 

冷凍ホットケーキ・ 

冷凍パンケーキ 
10 0.03 0.10 0.05 0.04 

冷凍お好み焼き 5 0.03 0.13 0.07 0.05 

冷凍たこ焼き 5 0.02 0.06 0.04 0.04 

冷凍ピザ（注３） 10 0.07 0.29 0.15 0.14 

冷凍ぎょうざ（注３） 6 0.07 0.11 0.08 0.07 

                                            
41 食べる前に油で揚げる必要があるものは除きました。また個袋等で別についている調味

料類は分析の対象外としました。 
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食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

冷凍しゅうまい（注３） 4 0.02 0.05 0.03 0.03 

 

表 82 調理冷凍食品に含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

冷凍コロッケ 

（クリームコロッケ） 
4 5.6 7.2 6.7 6.9 

冷凍コロッケ 

（クリームコロッケを除く） 
6 4.2 6.8 5.3 5.0 

冷凍ハンバーグ・ 

冷凍ミートボール 
10 2.6 6.7 4.9 5.1 

冷凍鶏からあげ 10 2.3 5.0 3.5 3.3 

冷凍中華まんじゅう 

（肉まん・あんまん） 
10 0.74 3.9 2.3 2.4 

冷凍春巻 5 2.1 8.6 4.4 2.4 

冷凍天ぷら 5 2.0 4.0 3.3 3.7 

冷凍カツ（肉） 9 2.3 5.3 4.2 4.4 

冷凍水産物フライ（注１）  11 2.5 7.4 5.5 6.0 

冷凍米飯類（注２） 10 0.37 2.1 1.1 1.0 

冷凍ホットケーキ・ 

冷凍パンケーキ 
10 0.97 5.1 1.8 1.2 

冷凍お好み焼き 5 1.1 2.4 1.8 1.9 

冷凍たこ焼き 5 0.23 1.1 0.60 0.56 

冷凍ピザ（注３） 10 2.4 7.3 4.0 3.8 

冷凍ぎょうざ（注３） 6 2.2 5.4 3.3 3.1 

冷凍しゅうまい（注３） 4 2.5 5.9 4.3 4.5 

（注１） えび、あじ等（すり身を含む。）を原料とする冷凍フライです。 

（注２） チャーハン、ピラフ等の成形されていない米飯類です。 

（注３） 食べる前に焼き・蒸し調理が必要なものを含みます。 
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3.3.14.3. その他の惣菜 

トランス脂肪酸 

国内で販売された揚げものに含まれるトランス脂肪酸、飽和脂肪酸の実態

を把握するため、平成 28 年度に試料 50 点を分析し、その結果を表 83 と表 

84 にまとめました。 

農林水産省は、引き続き、食品に含まれるトランス脂肪酸の実態等に関す

る情報を収集し、消費者や食品事業者に提供します。 

表 83 揚げものに含まれるトランス脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

鶏からあげ・フライドチキン・

チキンナゲット 
10 0.08 0.22 0.15 0.15 

コロッケ（注１） 10 0.19 0.57 0.31 0.27 

ロースカツ・メンチカツ 9 0.11 0.47 0.25 0.22 

水産物フライ（注２） 11 0.10 0.63 0.22 0.16 

天ぷら 10 0.07 0.77 0.26 0.23 

 

表 84 揚げものに含まれる飽和脂肪酸の分析結果 

食品名 
試料 

点数 

最小値 

(g/食品 100 g) 

最大値 

(g/食品 100 g) 

平均値 

(g/食品 100 g) 

中央値 

(g/食品 100 g) 

鶏からあげ・フライドチキン・

チキンナゲット 
10 2.3 7.0 4.3 3.8 

コロッケ（注１） 10 2.4 5.8 4.4 4.7 

ロースカツ・メンチカツ 9 3.3 9.6 6.4 6.8 

水産物フライ（注２） 11 1.7 5.3 3.4 2.7 

天ぷら 10 1.2 6.6 3.1 3.2 

（注１） 牛肉コロッケ、ポテトコロッケ等です。クリームコロッケは含みません。 

（注２） えび、あじ等（すり身を含む。）を原料とするフライです。 

  




